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。修院と一式わる）の院長に推薦されて止むなくその職
に就いたが、彼の指導が厳格に過ぎるという非難をうけ却って毒殺される危険を感じた で、同所を去って再び以前の孤独生活に戻った。然しスビアコでは を慕う弟子たちが日毎に増加したりで彼はここに十二の修道院 設け 夫々に院長を指名して十二名 修道士を与え 彼叉少数の弟子 手許に置いた（第三章）。然るにそ 後彼の名声が益々高まるにつれて附近の教会の司祭司
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（第二十九章．）、一一修道士の悪鬼を迫い出したとと（第三十章）、アリウス、祇に属する
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甚だ長く、叉、他章が常 精神的方面のみを述べてい ことを思えばこれは余り も不調和である。従って本章はコル
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み」にて代うることが出 るとあるから 彼等のうけた体罰は現在の我々 想像する程の残酷なものではなかったのではあるまいかとも思われる。




】 。 。 伸 一
g o m w Q





















∞ 一 回 ）
。 戸 岡 富 ミ ロ
E 2 0 3 2 2
同 丘 一
g z u m
一E Z S H H 3
昨 日 。
g u
∞ 川 口 口
HmC
凶 円 弘 山 口
ω
ぐ





町 時 日 目 。 件 目 。
DO
唱 。
g X 0 2
・























ロEg z p g z m wω
山 口




















h s m w G H R N Q N h h p N M m w N R
叫柚判定一
W N N m ω
恥v h h N h




























3 V N m w n
札口守会




g m z z z
巳
2 M Z E m w y J O R O
句 立




S O B 1









































虫に食われ、変色し、用をなさなくなるまで気が付かなかった場合のことなどが記されてあり、当時の修道士の不謹慎、一小真面目が如何に高しかったかが察せられる。更に当時のフランクの宗教界も腐敗し、僧宕売買は至るところに行われ金力を以て聖職に就く者は極めて多 叉、「或 司教は飲酒癖強く、屡々四人がかりで食卓からつれ戻される程であったが、その上に食欲で隣人の領地 勝手に没収し、一司祭がこれを阻止せんとした時彼は採
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レゴリウ 教皇の宣伝、即 「対話篇」の存在を忘れることが出来な 思 のである
D
之に反してコルンパアヌスは単にブラシクの為政者たちから孤立していたのみではなく、教皇の支援すら得ること．が
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の引用であろうが、彼は当時 狭量なフランクの司教たちよりも透か高所に立ってキリスト教の将来を期待して居ることが偲ばれるのであって、決して凡庸 布教家で かっ ことが窺われる。けれども彼の 制切な意志と峻厳な性格とはロ
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マ教皇その人に対する見界においても一般と異り、彼の折角の努力を水泡に帰せしめている。彼によれば教皇は決
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決せられたタ一れらは何時かは来るべき当然の結果ではあるが、ここに我々が注意すべき とは フ 場合は
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